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　今 月 号 は ス チ ー ル コ ー ド を キ ー ワ ー ド に、Techno 

Scopeおよび関連記事を編集した。タイヤ用スチールコー
ドは自動車をはじめとする輸送機器の安全と快適を見えな
いところで支える、まさに「縁の下の力持ち」的存在の代表
格である。門外漢ではあるが、日本伝統工芸には現れた秀
逸性以上にそれを支えている表に出ていない精巧な技術か
ら来ると思われる完成度を感じ、それを「いい仕事をして
いる」と評してきたように思う。鉄にこだわって来た我々、
スチールコード製造技術に一種それに通じるものを感じる
人は少なくないであろう。昨今、CG等のVisual技術華や

かなりし時代、新たな興味と刺激に満ちた中、一方、住や
食の安全が目に見えないところで揺らぎかけているのでは
と思わせる事件も目に付き、「縁の下の力持ち」を軽視する
風潮の現れでなければと危惧する。和服の裏地へのこだわ
りではないが、人目に触れることの少ない技術にこだわり、
意気（粋）に感じることのできる日本的精神文化も、技術立
国日本を支えつづける重要な素養ではないであろうか。
 （T．S）
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